
「昴」第 20回総会後「９月レッスン」始まる 

コロナ禍を体験して新たな合唱団「昴」を

模索しよう！ 
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□昴」は８月３０日(日）「コロナ禍を体験して、新たな合唱団「昴」を模索しよう！」のテーマのもと、第２０回

総会を開催し、新たな方針と計画を決め、うたごえを、レッスンを続けて行こうと決めました。 

 

□ 9 月 4 日(金) 18：00～20：30 A 班メンバー中心のレッスンが開催されました。 

奥村さんの体操・千秋さんのヴォイストレーニングのあと、「13 回コンサート第 1 部曲」全曲を通して歌うことに

集中しました。休憩時間を十分取って、部屋の風通しを図ること、7 月から再開したレッスン曲の出来具合の

確認を行うことになりました。 

□最初の休憩を兼ねて、冒頭、千秋さんより、千秋作詞・森二三さん作曲の新曲「空を見る」の歌唱指導を

受けました。 

本並先生の指揮で、オープニング曲「日々草」：2019 年京都祭典の合唱発表曲(銅賞受賞)のレッスンに入り

ました。つぎに、フォスターの名曲「草競馬」「懐かしのケンタッキーの我が家」：今年に入って、コロナウイルス

の感染拡大状況で休止する 3月までのレッスンで、最も力を入れて声合わせをしたと言える曲、そして 7月再

開レッスンからも、ようやく音が合ってきた 2曲として毎回歌ってきた曲。 

 

ここで、休憩を入れ、部屋の風通しを行いました。 

引き続き、ロシア民謡「白樺」「道」「母なるヴォルガを下りて」の 3曲を続けて歌いました。 

昴の「持ち歌」ともいえるロシア民謡で、幾度となくレッスンしてきた曲。コンサートや合唱発表会でも歌い、受
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賞経験の多い曲。今日は、それぞれの曲の、歌う上での注意点を指揮者と確認し、声を合わせていきまし

た。 

 

再度の休憩の後、伊藤副指揮者の指揮

で、「U Boj！」と「歓びのナーダム」のレ

ッスンを行いました。 

「U Boj！」では、最初の 2小節「ウ ボィ 

ウ ボィ マ-ッチズトーカ―ブラ－チョ」

の 8 小節から始まって 13 小節まで、14

小節から 40小節まで、41小節から最後

の 52 小節まで、と高音部と低音部それ

ぞれ細部に亘る発声の確認をする合唱

練習となりました。 

久しぶりに 1部全曲を歌い通した充実感

を味わうことができ、また緊張の連続で

疲れを覚えるレッスンともなりました。 

 

□連絡事項 

（１）合唱用マスクの注文について（東京混声合唱団企画の「歌えるマスク」）(川妻) 

先日のレッスン時にすでに一部の方に配布し注文もとりましたが、団員全員に知っていただいた方がよいと考え、

昴ニュースに記載していただきます。 

 使用してみると、口にまとわりつかず、息もこもらず、歌いやすく感じています。 

希望される方は２０日（日）のレッスン時締め切りで、川妻までお知らせ下さい。 

・ 一枚１,４３０円税込み、納期は１０月 

・ レッスン欠席等の場合は電話下さい。（０９０－３７１２－５９３６ 川妻） 

・ 詳しくはパソコンで＜パナムジカ＞を検索、お急ぎの方は直接注文して下さい。（送料がかかります） 
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２０２０．９．８しんぶん「赤旗」より 

□9月 14日号の「うたごえ新聞」には、若園さんが紹介されていた、『時の行路』の神山監督と池辺晋一郎さんの対

談記事とともに、日本のうたごえ合唱団音楽監督・守屋博之さんが「随想・うたごえ時間」に「うたごえの始まりを育て

た歌」を寄稿されています。ご一読ください。 

またホットニュース！コロナ禍の今、「藤原歌劇団」が 8月 15日から 3日間、得意のビゼー「カルメン」を上演した

模様が報じられています。(編集子) 
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